
第２学年道徳学習指導案 
日 時 平成２４年１１月１４日（水）５校時 
対 象 男子 ７名 女子５名 計１２名   
指導者 八重樫 晃生            

 
１ 主題名 相手の気持ちを考えて ＜内容項目 ２－（２）思いやり・親切＞ 

  資料名 公園のおにごっこ（出典 学習研究社「みんなのどうとく ２年」） 

 

２ 主題設定の理由 

（１）ねらいとする価値について 

    学習指導要領の道徳の内容 第１学年及び第２学年の２「主として他の人とのかかわりに関するこ

と」の（２）に「幼い人や高齢者など身近にいる人に温かい心で接し、親切にする。」と示されている。 

    「温かい心」とは、相手の立場を推し量り、自分の「思い」を相手に「遣る」こと、つまり自分の思

いを相手に向ける「思いやり」に通じる心である。そして、思いやりは、他の人とのかかわりにおいて、

誰もが必ずもちたい基本的な姿勢、心である。この心があってこそ互いに明るく豊かな社会生活ができ

ると考える。それは、具体的には相手の身になって考え、相手をよく理解することから始まる。そして、

相手を温かく見守り接することや、相手の立場に立った励ましや援助などの親切な行為として表れるこ

とが期待される。 

    低学年の児童は、漠然と「優しい人」になりたいという思いを抱いていることが多い。その一方で、

実際には他の人のことにまでまだ意識を向けられないことが多く、自分本位に行動してしまう傾向があ

る。そこで、この時期の児童に、まず周りの身近な人に広く目を向ける姿勢を育てることが重要である。

そして、目を向けた人のことを考えて温かい心でかかわり、接しようとする心情を養うことが大切であ

ると考え、本主題を設定した。 

 

（２）児童について 

    学級の子どもたちは、１２名という少人数であるため、互いのことを分かり合って生活しているよう

に思われる。学級作りにおける日常的なグループ学習や当番・係活動、遊び等の中で、友だちとよりよ

くかかわりながら活動しようとする様子や、初めての下級生である１年生のよい手本になって、困って

いることなどは親切に助けようとする姿が見られるようになってきた。しかし、自分本位な行動もまだ

見られ、周囲の人に広く目が向いているとは言えない。また、学級の友だちどうしの日常的な関係を見

ると、相手への温かい心に欠ける言動も見られる。 

 そこで、周りの人々に広く目を向けさせながら、相手に温かい心で接するとはどういうことなのかを

話し合わせ、親切な行動について考えることにより、身の周りの弱い立場の人や困っている人に温かい

心をもって親切に接しようとする心情を育てたい。 

 

（３）資料について 

    本資料は、主人公しんじたちの遊びに加わろうとした、足に不自由のあるゆうたへの接し方をめぐっ

て、しんじたちが本当の思いやり・親切について考えさせられるという話である。 

    公園いっぱいに鬼ごっこをして遊んでいたしんじたちに、足の大怪我で思うように走れないゆうたが

「入れて」と言ってくる。それに対し、しんじは「審判をしてもらおうか」と言ったが、よしえが「か

わいそう」と言うのでゆうたを入れて遊び始める。しかし、おにになったよしえやみんなは、ゆうたの

ことをつかまえようとしなかったので、ゆうたは自らおにごっこから外れてしまう。みんなは考えて、

もう一度ゆうたを誘っておにごっこを再開するが、おにになったしんじが勢いあまって、ついゆうたに

タッチしてしまう。しんじは「しまった」と思うが、ゆうたは急に元気になって、みんなを力いっぱい

追いかけ始め、その姿を見たみんなもだんだん楽しくなり、夢中で遊び続ける。 

    本資料は、「審判をしてもらおう」というしんじの考えや「かわいそうだから入れて、追いかけない」

と考えたよしえの行動を発端にして、再び遊びに誘ったときの考えや元気に遊ぶゆうたの姿を見たとき

の思いを考えさせることにより、本当に相手の立場に立って考え、行動することの大切さに気付かせる

ことのできる資料である。 

 

 



（４）指導にあたって 

    「導入」の段階では、資料として保育園訪問時のビデオ映像を提示することにより、交流で気をつけ

ていたことを実感をもって想起させ、幼い人との接し方に関わる学習として、本時でねらいとする価値

への見通しを持たせたい 

    「展開前段」の段階では、興味・関心を喚起するとともに、場面の状況把握がしやすいように資料を

紙芝居形式で提示し、感想をもとに場面を確かめ、深めたい場面の話し合いに生かせるようにしたい。 

    そして、主人公しんじたちの行動や気持ちを共感的に考えながら、ねらいとする価値を追究・把握し

ていく。中心発問では、しんじたちの行動について客観的な視点で話し合わせることにより、温かい心

でゆうたに接し、親切にしたことがゆうたの姿を変えたことをとらえさせたい。そして、話し合いの中

で発言の根拠等を切り返すことにより、場面ごとにつかませたい価値や内容を深めさせたい。 

    「展開後段」の段階では、資料を通して追究・把握した価値について、本時の学習で学んだことを道

徳ノートに書かせ、ねらいとする価値についての児童一人一人の考え方や気付きを評価する手がかりと

したい。また、机間指導による意図的指名での発表では、できるだけ前向きな内容を中心に取り上げ、

実践化への意欲付けにつなげたい。 

    「終末」の段階では、ねらいとする価値にかかわる友だちの作文を読み聞かせ、教師が補足して価値

付けることにより実践化への意欲付けとしたい。 

 

（５）他の教育活動との関連 

         〈 道徳の時間・他の教育活動 〉              〈 子どもの意識 〉 

事 
 
 

前 

 ○ 生活科｢動物公園見学｣(9/14) 

  一緒に行動する 1年生のことを考えて、親切に接する。 

○ 敬老会(9/17) 

  お年寄りに喜ばれるように、踊りを練習して発表する。 

○ 学習発表会(10/20) 

  困っている時は互いに助け合って練習し、発表する。 

◎ 生活科｢保育園の友だちとふれ合おう｣(10月第４週～) 

  保育園を訪問し、交流することにより、学校生活を紹介

する次回の訪問の仕方を考える。 

◎ 学活｢せいざﾁｬﾚﾝｼﾞ｣(10 月下旬) 

  学級に｢親切の星｣を増やし、｢せいざ学級｣のつながりを

めざす。 

 ･1 年生やお年寄りに親切にし

よう。 

･学級の友だちに親切にしよ

う。 

･身近には親切にしたほうがよ

い人がたくさんいるんだな

あ。 

･保育園の友だちにはどう接す

ればいいのかな。 

 

本 
 
 

時 
 道徳の時間(11/14)本時 

主題名 相手の気持ちを考えて 

資料名 公園のおにごっこ 

ねらい 身の周りの弱い立場の人や困っている人に温かい

心で接し、相手のことを考えて行動しようとする心

情を養う。 

 ･弱い立場の人や困っている人

に温かい心で接し、親切にす

ることはとても大切なことだ

なあ。 

･今までの自分はどうだったか

な。 

･これからの行動に生かそう。       

事 
 

後 

 ◎ 生活科｢保育園の友だちとふれ合おう｣(11月第 3～4週) 

２回目の保育園訪問で、学校生活のことを紹介し、伝え

る。 

○ 児童会集会活動(11/20) 

  同じ縦割り班の１年生に親切に接しながら活動する。 

 ･縦割り班の１年生のことを考

えて親切に接しよう。 

･保育園の友だちのことを考え

て親切に接しよう。 

 

３ 本時の指導 

（１） ねらい 

    身の周りの弱い立場の人や困っている人に温かい心で接し、相手のことを考えて親切にしようとする

心情を養う。 



（２） 展開の大要 

段階 学習活動と主発問（○中心発問） 期待する児童の反応 指導上の留意点 
導 
入 
 

３分 

１ 御所保育園訪問を想起して、

話し合う。 
 ・ どんなことに気を付けて交

流しましたか。 

･ﾎﾞｰﾙをやさしく投げたり、蹴

ったりした。 
･縄をゆっくり回した。 
･ｽﾋﾟｰﾄﾞを加減して追いかけた 

･資料として保育園訪問時のビデオ

映像を提示することにより、実感

をもって体験を想起させ、価値へ

の方向付けにつなげたい。 

価 
 
値 
 
の 
 
追 
 
究 
・ 
把 
 
握 
 

27 分 

２ 資料「公園のおにごっこ」を

読んで話し合う。 
 (1) しんじたちがしたことや気

持ちについて、どんな感想を

もちましたか。 
 

(2) ゆうたに｢しんぱんをして

もらおうか｣と言ったしんじ

や追いかけようとしなかった

よしえは、どんな考えだった

のでしょう。  
 
 (3) しんじたちは、ｼﾞｬﾝｸﾞﾙｼﾞﾑ

の方に行ってしまったゆうた

をどんな思いで、もう一度誘

ったのでしょう。 
 
 
 
 (4) 張り切っているゆうたを見

て、しんじたちはどんな気持

ちになったでしょう。 
 
 
 
 ◎ しんじたちのどんなところ

が、ゆうたの姿を変えたので

しょう。 

･ゆうたが「入れて」と言って

きて、困っただろう。 
･しんじたちは、ゆうたを遊び 
に入れてあげてえらい。 
･ゆうたも元気に遊ぶことがで

きて、よかった。 
･ゆうたはみんなと同じように

走れないから、おにごっこは

無理だろう。 
･ゆうたがおにになったら大変

だから、つかまえないように

しよう。 
･ゆうたのことを考えず悪かっ

た。ゆうたにも楽しく遊んで

ほしい。 
･今度は、ゆうたのことも追い

かけるようにしよう。 
･でも、おにになると大変だか

らつかまえないようにしよう 
･ゆうたはこんなふうにして遊

びたかったんだ。 
･ゆうたが、元気になってよか

った。うれしい。 
･ゆうたのことを遊びに入れて

よかった。 
･しんじたちが、ゆうたのこと

を考えて遊びに入れたところ 
･ゆうたのことを考えて、遊び

方を変えたところ 
･しばらく考えて、もう一度ゆ

うたを誘ったところ 
 
 

・児童には思考の手がかりとして副 
読本を持たせるが、資料は紙芝居   
形式で教師が読み聞かせ、感想を

もとに場面を確かめ、深めたい場

面の話し合いに生かせるようにし

たい。 
･しんじもよしえも、自分なりにゆ

うたのことを考えてしたことであ

ったことを確かめ、二人の親切は

ゆうたへの温かい心から生まれた

行動であったことをつかませた

い。 
･自分たちは親切のつもりでした行

動が、実はゆうたを傷つけていたこ

とに気付き、ゆうたの気持ちをよく

考えて再度誘った温かい心をとら

えさせたい。 
 
 
･温かい心で誘ったゆうたが張り切

って遊んでいる姿を見て、嬉しさ

を感じるとともに、自分たちがし

たことに対する充実感を覚える気

持ちに共感させたい。 
 
･ゆうたのことを考えるしんじたち 
の｢温かい心｣とそれにもとづく 
｢親切な行動｣が、ゆうたの元気な 
姿につながったことをとらえさせ 
たい。 
*しんじたちの何がゆうたを変えた 
かを考え、温かい心にもとづく親 
切な行動の大切さを把握すること 
ができたか。(発言) 

・板書を活用し、資料を通して学習 
したことを確かめる。 

展 
開 
後 
段 
 

12 分 

３ ねらいとする価値について学

んだことを考え、発表し合う。 
 ・ 今日の学習で学んだことは、

どんなことですか。 
 

･敬老会で、お年寄りに喜んで

もらえるように踊った。 
･1 年生に親切にすることがで

きた。 
･学級の友だちに、優しく親切

にすることができた。 
･保育園訪問で、親切に接する

ことができた。 

･道徳ノートに書かせる。 
・机間指導で、今後への前向きな振 
り返りを促す。 

・机間指導で個々の振り返りの内容 
を把握し、意図的指名も取り入れ 
て前向きな内容を中心に取り上げ 
ることにより、実践化への意欲付 
けにつなげたい。 



･これからも相手のことを考え

て、親切にしていこう。 

終 
末 
３分 

４ ねらいとする価値に関わる子

どもの作文を聞く。 
･学級にもそういう温かい心で

親切にしていた友だちがいる

んだな。 
･自分もこれからの生活に生か

していこう。 

・ねらいとする価値にかかわって、 
身近な友だちの実践例を聞かせる 
ことにより、価値を広げ、実践に 
向けた意欲を喚起したい。 

 
【板書計画】 

ほ
い
く
園
の
こ
う
り
ゅ
う 

 
 
 

こ
う
園
の
お
に
ご
っ
こ 

ゆ
う
た
・
大
け
が
で
、
み
ん
な
と
同
じ
よ
う
に
走
れ
な
い
。 

「
入
れ
て
。」 

し
ん
じ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

・
み
ん
な
と
同
じ
よ
う
に
走
れ
な
い
か 

･

し
ん
ぱ
ん
を
～ 

 
 
 
 
 
 

 

ら
、
し
ん
ぱ
ん
を
～ 

よ
し
え
た
ち 

 
 
 
 
 
 
 

・
ゆ
う
た
が
お
に
に
な
っ
た
ら
、
た
い 

･
お
い
か
け
よ
う
と 

 
 
 
 
 

 

へ
ん
だ
か
ら
。 

 
し
な
い
。 

 
 

○
ゆ
う
た
の
こ
と
を
考
え
た 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

あ
た
た
か
い
行
動
（
親
切
） 

 
 
 
 
 
 
 
 

「
ど
う
し
て 

や
め
ち
ゃ
っ
た
の
か
な
。
」 

 
 
 
 
 
 
 
 

み
ん
な
は 

だ
ま
り
こ
ん
で 

 
 
 
 
 
 
 
 

し
ば
ら
く
考
え
こ
ん
だ 

 
 
 
 
 
 
 
 

・
お
い
か
け
ら
れ
な
か
っ
た
の
が 

い
や
だ
っ
た
ん

だ
な
。 

・
こ
ん
ど
は
、
ゆ
う
た
の
こ
と
も 

お
い
か
け
よ
う
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

・
で
も
、
つ
か
ま
え
な
い
よ
う
に 

し
よ
う
。 

ゆ
う
た
が
は
り
き
っ
て
い
る
の
を 

見
て
、
み
ん
な
も
楽
し
く
な
っ
て 

・
元
気
に
な
っ
て 

よ
か
っ
た
。 

・
は
り
切
っ
て
い
て 

た
の
し
い
。 

・
ゆ
う
た
の
こ
と
を 

あ
そ
び
に 

 

入
れ
て
よ
か
っ
た
。 

   
 

 
場面絵① 

 

 
場面絵②・③ 

 

 
 

場面絵④ 
 
 

ゆ
う
た
の
こ
と
を
考
え
る
心
と 

親
切
な
と
こ
ろ 



４ 資料分析 

（１） ねらい 身の周りの弱い立場の人や困っている人に温かい心で接し、相手のことを考えて親切にしようとする心情を養う。 

（２） 資料名 「公園のおにごっこ」（出典 学習研究社「みんなのどうとく ２年」） 

 
主 
な 
場 
面 
 

 公園でしんじたちがおにごっこをして

いると、けがでうまく走れなくなった幼

稚園児のゆうたに「入れて。」と言われ、

しんじはちょっと考えて「しんぱんをし

てもらおうか。」と言うが、「かわいそう。

いっしょにやりましょう。」と言うよしえ

の言葉でゆうたを入れておにごっこを始

める。 

 しかし、よしえは、ゆうたに近づくと

急に向きを変えて、ほかの友だちを追い

かけた。ほかのみんなも、ゆうたのそば

に行くと、わざと走るのをおそくしてゆ

うたをつかまえようとしなかったので、

ゆうたは遊びから外れてしまう。 

 「どうしてかな？」とみんなはだまり

こみ、しばらく考えてからもう一度ゆう

たを誘い、おにごっこを再開する。 

  おにのしんじが勢い余ってゆうたにﾀｯﾁ

してしまうが、ゆうたは急に元気になって

みんなを追いかけ始める。ゆうたがはりき

っているので、みんなもだんだん楽しくな

り夢中で鬼ごっこを続ける。 

     

 登 
心場 
の人 
動物 
きの 

･思いっきり走って、楽しんで遊ぶぞ。 
･ゆうたが入るの？全力で走れないのに。 
･できるのかな。無理じゃないかな。 
･入ると、おもしろくなくなるかも。 
･審判をやってもらおう。 
･審判じゃあかわいそうだ。入れよう。 

･ゆうたがおにになったら大変だ。 
･わざと走るのをおそくして、ゆうたに 
は、ﾀｯﾁしないようにしよう。 

 

･「どうしてやめちゃったのかな？」 
･追いかけられないのが、いやだったの 
かな。差別したみたいで悪かったな。 
･ゆうたも、同じように追いかけよう。 
･追いかけてもﾀｯﾁしないでやれば、ゆう 
たも楽しんでできるだろう。 

･しまった。ゆうたがおにになると大変だ。 
･ゆうたが、急に元気になって力いっぱい 
追いかけ始めたぞ。 
･ゆうたが張り切って遊んでいてよかった 
･ゆうたの姿を見て、だんだん楽しくなっ 
てきた。 

 把 
 握 
 す 
状べ 
況き 

･公園いっぱいに広がっておにごっこ 
･ゆうたは大けがをしてから、みんなと同 
じように走れません。 
･でも、友だちと遊ぶのが大すきです。 
･みんなは顔を見合わせました。 
･「ゆうちゃんには、しんぱんをしてもら 
おうか。」 
･「それはかわいそう。いっしょにやりま

しょうよ。」 

･よしえは、ゆうたに近づくと、きゅうに

むきをかえて、ほかの友だちをおいかけ

ました。 
･ほかのみんなも、ゆうたのそばに行くと

わざと走るのをおそくしました。 
 
 

･「ゆうちゃんは、どうしてやめちゃっ

たのかな。」 
･みんなはだまりこんでしまいました。 
･しばらく考えたみんなは、もう一度ゆ 
うたをさそい、おにごっこをはじめま 
した。 

･ついゆうたにﾀｯﾁしてしまいました。 
･(しまった！) 
･ゆうたは、きゅうに元気になって、みん 
なを力いっぱいおいかけはじめたのです 

･ゆうたがはりきっているので、みんなも 
だんだん楽しくなってきました。 

･しんじたちは、日がくれるのも気づかな

いほど、むちゅうでおにごっこをつづけ

ました。 
     

 学      
 習 
の者 
焦の 
点意 
化識 

・ しんじもよしえも、自分なりにゆうたのことを考えてしたことであったことを確かめ、

受け入れられなかったが、二人の親切はゆうたへの温かい心から生まれた行動であった

ことをつかむ。 

･ 自分たちは親切のつもりでした行動 
が、実はゆうたを傷つけていたことに

気付き、ゆうたの気持ちをよく考えて

再度誘った温かい心をとらえる。 

 ･ 温かい心で誘ったゆうたが張り切って

遊んでいる姿を見て、嬉しさを感じるとと

もに、自分たちのしたことに対する充実感

を覚える気持ちに共感する。 
･ しんじたちがゆうたのことを考えて親 
切にしたことが、ゆうたの元気な姿につな

がったことをとらえさせたい。 
     
基 
本 
発 
問 

○ ゆうたに「しんぱんをしてもらおうか。」と言ったしんじや、追いかけようとしなか

ったよしえは、どんな考えだったのでしょう。 
 

○ しんじたちは、ｼﾞｬﾝｸﾞﾙｼﾞﾑの方に行

ってしまったゆうたを、どんな思い

で、もう一度さそったのでしょう。 

○ 張り切っているゆうたを見て、しんじ

たちはどんな気持ちになったでしょう。 
◎ しんじたちのどんなところが、ゆうた

の姿を変えたのでしょう。 
 


